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科目名 
 

書誌学B 

対象学科・学年 
  文学部日文2回生  
 文学部文財2回生  
   
  
  

担当者 
 
宇都宮 啓吾 

授業テーマ 
 書誌学の基礎知識を身につける 
授業の概要と目標 
 
 日本の古写本や版本などの古典籍を取り扱う上で必要となる書誌学の基本的事項を出来るだけわかりやす

く説明していきます。 
講義には、実習形式を取り入れ、実際の古典籍にふれる機会を設けます。 
評価方法 
  
 レポートと平常点（全講義数の２/3以上の出席が前提）で総合的に評価します。 

テキスト 
  
 日本古典書誌学総説 

著者 
  
 藤井 隆 

出版社 
  
 和泉書院 

参考書 
  
 講義中に、適宜、紹介します。 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

  
 
 
  

  時間 テーマ 補足 
 1 

2 
オリエンテーション 
前期講義の復習 

後期導入 

3

 

書籍の内容に関する種類と用語 
写本の内容に関する種類と用語 
 
（図書館における実習形式も取り入れる。）

4
5
6
7
8
9

講義③ 10
刊本 刊本の種類と名称 

刊本の歴史 11
12

総括 13～15 総括 講義の総括 
 
 
 教科書については、最新の成果を加えながら利用します。また、教科書を補う形で適宜、資料を配付しま

す。 

 


